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お
も
な
内
容

1
面

▽
昭
和
4
1年
度
予
算

▽
区
税
条
例
の
改
正

2
面

▽
区
議
会
だ
よ
り

▽
第
5
次
住
居
表
示
実
施

▽
区
選
挙
管
理
委
員
会
移
転

▽
北
宮
城
保
育
園
開
園

人口調べ

( 昭和41年3月1日現在)

世 帯　143, 336

男　　264, 160

女　　249, 577

計　　513, 737

( 前月 よ り988 人 増加)

昭
和
4
1年
度
予
算
決
ま
る

一
般
会
計
は
7
2
億
2
千

800

万
円

前
年
度
よ
り
2
1・
1
%
増

3
本
の
柱
で
明
る
い
町
づ
く
り

総
額
8
5
億
8
千
万
円
に
の
ぼ
る
昭
和
4
1
年
度

各
会
計
予
算
は
、
3
月
2
6
日
の
区
議
会
本
会
議

で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
補
正
予

算
第
一
号
を
含
め
7
2
億
2
千
8
0
0
万
円
で
前
年
度

よ
り
1
2
億
7
千
万
円
、
2
1
・
1
%
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ

の
一
般
会
計
の
歳

入
で
は
、
下
の
グ
ラ

フ
で
見
る
と
お
り
2
3
区
間
の
財
政
調
整
の
た

め
の
特
別
区
交
付
金
が
3
4
%
で
歳
入
の
う
ち
で

一
番
多
く
、
次
い
で
区
民
税
や
軽
自
動
車
税
な

ど
の
特
別
区
税
が
2
9
%
、
歳
出
で
は
民
生
費
、

教
育
費
、
総
務
費
、
土
木
費
の
順
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
1
3
億
2
千
6
9
0
万
円

で
前
年
度
よ
り
7
・
6
%
の
増
。
質
屋
事
業
特

別
会
計
は
、
歳
入
2
千
7
0
8
万
円
、
歳
出
2
千
4
8
2

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
事
務
の
近
代
化
と
合
わ
せ
て
事
務
用

の
消
耗
品
費
な
ど

を
で
き
る
だ
け
切

り
つ
め
、
(
1
)
生
活

環
境
の
整
備
(
2
)
社
会
福
祉
の
充
実
(
3
)
青
少
年
の

健
全
育
成
な
ど
に
重
点
を
お
き
、
明
る
く
住
み

よ
い
足
立
区
を
つ
く
る
た
め
の
予
算
を
組
み
ま

し
た
。そ
れ
で
は
、こ
の
重
点
事
業
を
と
お
し
て
4
1

年
度
の
区
の
し
ご
と
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

一 般 会 計( 当初・補正1号)

歳

入

歳

出

道
路
の
補
修
や
害
虫
駆
除

生
活
環
境
の
整
備

道
路
や
用
水
路
な
ど
を
よ
く

し
、
街
路
灯
を
つ
け
、
ま
た
、
カ

や
ハ
エ
を
な
く
し
て
住
み
よ
い
町

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が
生
活
環

境
の
整
備
で
、
こ
れ
に
8
億
9

千
4
4
8

万
円
を
あ
て
ま
し
た
。

▽
道
路
の
新
設
(
六
月
町
～
東

栗
原
町
地
内
5
千
4
0
0
m
2
・
五
兵
衛

町
地
内
1
千
3
1
5
m
2
)
拡
幅
(
舎
人

町
～
古
千
谷
町
地
内
4
0
0
m
・
伊
興

町
本
町
地
内
1
5
9
m
・
大
谷
田
町
地

内
2
3
0
m
)
、
補
修
な
ど
(
千
住
二

丁
目
～
千
住
竜
田
町
地
内
・
花
畑

町
地
内
な
ど
2
9
か
所
1
4
万
7
千
m
2

)
5

億
5
千
5
0
5万
円

▽
街
路
灯
の
新
設
(
1
千
7
0
0

本
)
5
千
万
円

▽
ド
ブ
や
用
水
の
整
備
な
ど

(
弘
道
一
～
二
丁
目
地
内
・
中
央

本
町
二
丁
目
地
内
な
ど
1
3
か
所
3

千
9
6
7
m
2
億
2
1
6
万
円
)

▽
土
木
作
業
の
機
械
化
1
千
1
2
5

万
円

▽
公
園
の
新
設
(
4
か
所
)
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
、
キ
ャ
ツ

チ
ボ
ー
ル
コ
ー
ナ
ー
の
増
設
(
各
1

か
所
)
2
千
8
9
1
万
円

▽
道
路
の
不
法
占
用
や
補
修
か

所
を
調
べ
る
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル

車
購
入
(
2
台
)
1
8
7
万
円

▽
バ
キ
ュ
ー
ム
ダ
ン
パ
ー
に
よ

る
側
溝
の
清
掃
1
千
7
4
6
万
円

▽
害
虫
や
ね
ず
み
の
駆
除
2
千
3
7
9

万
円
(
こ
れ
は
前
年
度
よ
り
1

千
万
円
7
0
%
の
増
)

東
部
区
民
福

祉
セ
ン
タ
ー

を
建
設

4
0年
度
の
中
部
区
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
づ
き
、生
活
館
の
隣
り

に
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
つ

く
る
計
画
で
す
。
こ
こ
に
は
保
育

園
や
福
祉
事
務
所
、
出
張
所
、
児

童
館
、図
書
館
、集
会
場
な
ど
を
設

け
ま
す
。
こ
の
ほ
か
新
田
地
区
に

も
保
育
園
を
つ
く
る
の
で
、
保
育

園
建
設
は
2

か
所
に
な
り
ま
す
。

▽
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

建
設
1
億
4

千
8
7
4万
円

▽
保
育
園
の
新
設
2
千
8
1
3
万
円

▽
保
育
園
備
品
の
整
備
2
0
0
万
円

児
童
館
を
新
設

青
少
年
の
非
行
化
や
、い
た
ま

し
い
交
通
事
故
な
ど
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
ち
、
り
っ
ぱ
な

社
会
人
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に

と
青
少
年
の
健
全
育
成
に
重
点
を

お
き
、
新
た
に
児
童
館
を
建
設
し

ま
す
。
こ
の
な
か
に
は
交
通
安
全

教
室
を
つ
く
っ
た
り
、
遊
び
場
や

勉
強
部
屋
も
設
け
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、児
童
遊
園
を
増
設

し
た
り
、学
校
開
放
校
な
ど
も
ふ

や
し
ま
す
。

▽
児
童
館
の
新
設
(
東
部
区
民

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
費
用
は
セ
ン

タ
ー
の
建
設
費
に
含
む
)

▽
児
童
遊
園
の
新
設
(
六
町
・

梅
田
三
丁
目
・
千
住
仲
町
・
千
住

五
丁
目
・
西
綾
瀬
四
丁
目
な
ど
5

か
所
)
、改
良
工
事
(
下
沼
田
児
童

遊
園
ほ
か
8
か
所
)
1
千
2
5
0
万
円

▽
学
校
開
放
校
(
5
0
校
)
と
指

導
員
の
派
遣
3
6
7
万
円

5
0校
の
う
ち
今
年
度
新
ら
し
く
ふ

え
た
分
は
1
5校
で
す

。

▽
交
通
安
全
読
本
の
作
成
(
小

学
校
2
年
生
と
5
年
生
を
対
象
)

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
(
4
千
m
)

通
学
路
整
備
な
ど
の
交
通
安
全
対

策
2
千
3
4
7
万
円

109 教室 を鉄 筋化

プ ー ル は6 校 に 新 設

一
般
会
計

予
算
の
歳

出
で
一
番

大
き
な
比

率
を
占
め

て
い
る
の
が

社
会
福

祉
関
係
の

民
生
費
で

二
番
目
は

教
育
費
で

す
。(
グ

ラ
フ
の
と

お
り
)
足

立
区
は
人

口
の
増
加

が
激
し
い
た
め
、そ
れ
に
と
も
な

っ
て
校
舎
の
建
設
や
教
育
施
設
の

整
備
な
ど
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
学
童
の
健
康
と
安

全
、
学
力
向
上
、
視
聴
覚
教
育
の

充
実
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

を
毎
年
区
の
重
点
事
業
に
あ
げ
、

解
決
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

。

今
年
度
は
、小
・
中
学
校
合
わ

せ
て
1
0
9
教
室
を
鉄
筋
化
し
、屋
内

体
操
場
は
4
校
に
建
設
し
ま
す
。

ま
た
、学
校
プ
ー
ル
は
、こ
と
し
の

夏
ま
で
に
小
学
校
4
か
所
、中
学

校
2
か
所
に
で
き
あ
が
り
ま
す
。

▽
校
舎
増
改
築
(
小
学
校
7
7
教

室
・
中
学
校
3
2
教
室
)
4
億
6
千
9
7
3

万
円

▽
屋
内
体
操
場
建
設
(
元
宿
小
・

新
田
小
・
大
谷
田
小
・
千
三
小
)
8

千
2
8
1万
円

▽
プ
ー
ル
の
設
置
(
保
木
間
小
・

花
畑
第
一
小
・
長
門
小
・
千
八
小
・

江
北
中
・
東
綾
瀬
中
)
5
千
3
1
9
万

円
▽
言
語
障
害
学
級
の
新
設
3
7
1
万

円
▽
子
テ
レ
ビ
・
エ
レ
ク
ト
ー
ン

の
購
入
1
千
4
2
2
万
円

庁
舎
建
設
と

事
務
の
能
率
化

区
の
新
庁
舎
は
千
住
一
丁
目
の

旧
庁
舎
あ
と
に
建
設
中
で
す
が
、

来
年
の
2
月
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
事

務
能
率
の
向
上
を
は
か
る
た
め
の

資
料
収
集
と
調
査
研
究
費
も
計
上

し
ま
し
た
。

▽
庁
舎
建
設
6
億
3
千
1
1
0
万
円

▽
事
務
の
近
代
化
8
6万
円

◇

控
除
額
を
引
き
上
げ

区
税
条
例
の
改
正
で

区
税
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
、

4
1年
度
分
か
ら
次
の
と
お
り
諸
控

除
額
の
引
き
上
げ
や
非
課
税
範
囲

が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

▽
所
得
控
除
額
の
引
き
上
げ

住
民
税
に
配
偶
者
控
除
が
設
け

ら
れ
た
ほ
か
、
各
種
の
所
得
控
除

額
も
下
表
の
と
お
り
引
き
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

▽
非
課
税
範
囲
の
拡
充

障
害
者
や
未
成
年
者
、老
年

者
、か
婦
な
ど
の
年
間
所
得
が
2
2

万
円
を
こ
え
た
と
き
、従
来
は
課

税
さ
れ
ま
し
た
が
、4
1
年
度
か
ら

2
4万
円
以
下
は
非
課
税
と
な
り
ま

し
た
。

▽
そ
の
他

か
婦
の
範
囲
や
雑
損
控
除
の
範

囲
も
拡
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、夫
婦
と

子
ど
も
3
人
の
標
準
世
帯
(
給
与

所
得
者
)
で
、年
間
所
得
3
4
万
7

千
円
ま
で
の
場
合
、4
0
年
度
分
の

所
得
割
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、4
1
年
度
分
は
そ
れ
が
4
2
万

円
以
下
な
ら
か
か
ら
な
く
な
り
ま

し
た
。(
た
だ
し
、
均
等
割
は
課

税
さ
れ
ま
す
)

身
体
障
害
者
の
軽
自
動
車
税

を
減
免

身
体
障
害
者
が
歩
行
用
と
し
て

軽
自
動
車
を
自
分
で
運
転
す
る
場

合
は
、今
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税

を
減
額
、ま
た
は
免
除
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

住民 税の所 得控除額

■ 区役所の電話案内　緑町仮庁舎( 888) 2151　旭町仮庁舎( 888) 2161( 881) 6128　千住1丁目仮庁舎( 881) 3151　第二庁舎( 886) 3165



区 の お 知 ら せ 第167 号 ( 2)

区議会だより

新
年
度
予
算
案
な
ど

2
5議
案
を
審
議

昭
和
4
1
年
第
1
回
区
議
会
定
例
会
は
、
3
月
1
0
日
か
ら
千

二
小
の
体
育
館
で
開
か
れ
、
4
1
年
度
一
般
会
計
予
算
案
や
青

少
協
条
例
な
ど
の
2
5
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
請
願
・

陳
情
も
5
5
件
審
議
し
て
4
月
4
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
審
議

可
決
し
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
4
1
年
度
一
般
会
計
予
算
・
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
・
質
屋

事
業
特
別
会
計
予
算
・
一
般
会

計
補
正
予
算
第
1

号
(
以
上
4
件

は
1
面
に
掲
載
の
と
お
り
)

■
4
0年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

第
6
号
(
1

億
5

千
7
5
8万
円

追

加
)こ

の
補
正
で
4
0
年
度
の
一
般
会

計
の
予
算
総
額
は
7
1億
6

千
5
4万

円
と
な
り
ま
し
た
。

■
4
0
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
第
2
号
(
1
億
3

千
9
0
0
万
円
減
額
)
予
算
総
額
は
1
1

億
9
7万
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
区
青
少
年
問
題
協
議
会
条
例

を
設
置

こ
の
条
例
の
制
定
に
よ
っ
て
、

区
長
の
付
属
機
関
と
し
て
青
少
年

問
題
協
議
会
を
置
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
青
少

年
の
指
導
・
育
成
・
保
護
な
ど
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
の
調
査
審
議

に
あ
た
り
ま
す
。
委
員
の
構
成
は

区
議
会
議
員
、
教
育
委
員
、
学
識

経
験
者
な
ど
5
1
人
で
、
任
期
は
2

年
で
す
。
こ
の
条
例
は
4
月
1
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

■
区
庁
舎
昇
降
機
設
備
工
事
請負

契
約
(

4
千
8
9

5
万

円
)■

都
か

ら
譲
与
を

受
け
る
弘

道
第
一
小
と
鹿
浜
第
一
小
の
用
地

取
得
(
1
億
6
千
6
7
8
万
円
)

■
学
校
の
新
設
と
独
立

新
設
校
▽
鹿
浜
申
(
江
北
西
部

土
地
区
画
整
理
組
合
三
ブ
ロ
ッ
ク
二

の
一
)
　
独
立
校
▽
鹿
浜
第
一

小
(
谷
在
家
町
三
八
五
)
鹿
浜
小

分
校
か
ら
独
立
　
▽
花
畑
中
(
花

畑
町
二
四
三
〇
)
十
三
中
分
校
か

ら
独
立
。
そ
れ
ぞ
れ
4
月
1
日
か

ら
。■

保
育
園
の
新
設

北
宮
城
保
育
園
(
北
宮
城
町
一

一
九
九
)
と
島
根
保
育
園
(
島
根

町
二
六
)
を
新
設
。
開
園
は
、
北

宮
城
が
5
月
、
島
根
は
7
月
の
予

定
で
す
。

■
区
税
条
例
の
一
部
改
正
(
内

容
は
1
面
に
掲
載
)

■
ミ
シ
ン
使
用
条
例
の
廃
止

■
住
居
表
示
の
実
施

日
光
街
道
の
西
側
に
あ
る
竹
塚

と
保
木
間
地
区
を
、
竹
の
塚
一
～

七
丁
目
、
西
保
木
間
一
～
四
丁
目

と
す
る
。
た
だ
し
実
施
時
期
は
未

定
。■

市
街
地
区
域
の
指
定

■
区
道
の
認
定

■
住
居
表
示
の
実
施
に
と
も
な

う
区
施
設
の
所
在
地
変
更
(
6
件
)

■
そ
の
他
条
例
の
一
部
改
正

(
3
件
)予

算
審
議

■
当
初
予
算
等
審
議
の
た
め
特

別
委
員
会
を
設
置

一
般
会
計
・
国
保
・
質
屋
事
業

特
別
会
計
予
算
審
議
の
た
め
2
4名

の
委
員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
審
議
が
行
な
わ

れ
、
活
発
な
意
見
が
各
党
か
ら
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

○
自
民
党
(
賛
成
)

(
1
)
財
政
事
情
の
見
と
お
し
が
悪
い

現
況
下
で
は
一
般
財
源
を
圧
迫
し

な
い
よ
う
留
意
し
、
特
に
一
件
算

定
、
単
位
費
用
な
ど
都
と
の
折
衝

で
区
の
自
主
性
を
守
り
断
呼
た
る

態
度
で
あ
た
ら
れ
た
い
。

(
2
)
事
務
近
代
化
の
構
想
に
つ
い
て

は
そ
の
意
欲
を
認
め
る
が
、
さ
ら

に
実
効
を
あ
げ
る
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。

(
3
)
雑
種
財
産
の
管
理
・
官
民
地
境

界
の
未
処
理
に
つ
い
て
は
適
切
に

処
理
さ
れ
た
い
。

(
4
)
区
民
税
の
収
入
歩
合
が
過
大
と

思
わ
れ
る
が
、
徴
税
に
当
っ
て
は

苛
酷
に
わ
た
ら
な
い
よ
う
配
慮
さ

れ
た
い
。

(
5
)
少
年
団
体
の
育
成
に
つ
い
て
は

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が

重
点
と
思
慮
さ
れ
る
の
で
施
策
に

あ
た
っ
て
配
慮
さ
れ
た
い
。

(
6
)
広
報
は
専
門
的
研
究
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
一
層
の
努
力
を
払
わ

れ
た
い
。

(
8
)
保
育
園
の
適
正
な
配
置
を
考
慮

さ
れ
た
い
―
―
な
ど
。

○
公
明
党
(
賛
成
)

(
1
)
補
助
金
・
交
付
金
の
交
付
団
体

に
対
し
て
は
適
切
な
行
政
指
導
を

さ
れ
た
い
。

(
2
)
交
通
対
策
な
ど
の
面
よ
り
街
路
灯

・
防
犯
灯
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

増
設
を
は
か
ら
れ
た
い
。

(
3
)
保
育
対
策
と
し
て
保
母
の
待
遇

を
考
慮
す
る
と
と
も
に
確
保
に
も

努
力
さ
れ
た
い
。

(
4
)
学
校
建
設
な
ど
の
設
計
・
監
督

に
留
意
さ
れ
補
修
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

(
5
)
行
政
施
設
5
か
年
計
画
を
策
定

し
た
が
そ
の
遂
行
に
ま
い
進
さ
れ

た
い
―
―
な
ど
。

○
社
会
党
(
反
対
)

(
1
)
住
民
奉

仕
・
議
会

尊
重
の
精

神
が
に
じ

み
出
て
い

な
い
予
算

編
成
で
あ

る
。

(
2
)
5
か
年
計
画
は
都
行
政
部
を
中

心
と
す
る
行
政
区
へ
の
移
行
で
あ

り
地
方
自
治
を
破
壊
す
る
。

(
3
)
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
交
付
は

保
守
温
存
に
つ
な
が
る
。

(
4
)
区
政
懇
談
会
の
経
費
は
全
額
削

除
し
教
育
・
土
木
・
民
生
事
業
に

充
当
す
べ
き
で
あ
る
。

(
5
)
財
源
の
確
保
・
施
策
に
つ
い
て

は
眼
を
都
に
お
か
ず
議
会
・
住
民

に
向
け
て
も
ら
い
た
い
―
な
ど
。

○
共
産
党
(

反
対
)

予
算
編
成
に
学
校
寄
付
問
題
の

絶
滅
が
う
か
が
わ
れ
な
い
―
な
ど

代
表

質
問

*
自
民
党

▽
行
政
施
設
5
か
年
計
画
の
予

算
編
成
方
針
に
つ
い
て
都
と
具
体

的
に
協
議
し
た
か
。
ま
た
そ
の
可

能
性
は
ど
う
か
。

▽
常
東
地
区
の
開
発
を
は
か
る

た
め
、
用
地
を
買
収
し
地
域
の
発

展
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

▽
能
率
を
あ
げ
る
た
め
事
務
の

近
代
化
を
は
か
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
職
員
の
不
足
を
き
た
さ
な
い
か

▽
町
づ
く
り
の
た
め
に
狭
い
道

路
も
区
道
と
し
て
取
り
扱
う
考
え
が

あ
る
か
。

▽
区
道
の
不
法
占
有
が
多
い
。

道
路
管
理

上
ど
の
よ

う
に
対
処

し
て
い
る

か
。▽

違
反

建
築
を
防
ぐ
た
め
建
築
基
準
法
改

正
の
運
動
を
起
こ
す
時
期
で
あ

る
。▽

住
宅
の
浄
化
槽
な
ど
に
違
法

工
事
の
例
が
あ
る
が
、総
合
監
視

機
構
の
確
立
が
必
要
で
は
な
い
か

▽
公
団
住
宅
の
建
設
に
よ
っ
て

公
害
が
出
て
い
る
。
住
民
保
護
の

た
め
事
前
協
議
を
行
な
う
必
要
が

あ
る
。

*
公
明
党

▽
教
育
費
の
父
兄
負
担
解
消
の

た
め
体
育
館
の
内
部
設
備
費
を
含

め
P
T
A

会
費
の
体
質
改
善
を
す

べ
き
で
あ
る
。

▽
教
職
員
の
住
宅
を
増
築
し
、

教
員
不
足
の
問
題
を
解
決
す
べ
き

で
あ
る
。

▽
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
の
総
合

施
設
を
早
く
造
る
べ
き
で
あ
る
。

▽
保
育
園
は
5

か
年
計
画
で
発
表

さ
れ
た
数
よ
り
2

倍
く
ら
い
必
要

で
あ
る
。

▽
交
通
事
故
は
都
心
区
よ
り
周

辺
区
に
多
い
。
こ
の
対
策
を
真
剣

に
考
え
、
交
通
安
全
教
育
方
針
を

明
示
さ
れ
た
い
。

▽
交
通
渋
滞
を
な
く
す
た
め
、

ゴ
ミ
の
夜
間
収
集
を
行
な
う
よ
う

都
知
事
に
要
請
さ
れ
た
い
。

▽
交
通
事
故
の
被
害
者
の
た
め

に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
っ
て
は
ど

う
か
。

*
社
会
党

▽
5
か
年
計
画
を
発
表
し
た
が

こ
れ
に
は
議
会
の
意
志
が
反
映
さ

れ
ず
、
都
の
指
示
に
基
づ
く
財
政

上
か
ら
の
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
中
央
集
権
化
の
現
わ
れ
と
思

う
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
議
会
の
意

志
を
反
映
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

▽
都
か
ら
移
管
さ
れ
た
民
生
諸

施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
で

都
に
対
し
、
整
備
す
る
よ
う
猛
省

を
促
す
運
動
を
す
べ
き
で
あ
る
。

▽
特
に
公
共
施
設
用
地
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
区
画
整
理
組
合
を

は
じ
め
、
都
市
計
画
特
別
委
員
会

と
協
議
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
だ
と
思
う
。

▽
区
内
の
水
路
(
放
水
路
以

北
)
は
水
害
の
発
生
源
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
水
路
は
土
地
改
良
区

か
ら
区
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
雨
期
を
控
え
そ
の
受
け

入
れ
体
制
の
間
の
維
持
管
理
に
支

障
が
生
じ
な
い
か
。

*
共
産
党

▽
児
童
生
徒
の
交
通
安
全
の
た

め
、
み
ど
り
の
お
ば
さ
ん
を
増
員

さ
れ
た
い
。

▽
最
近
、
制
服
強
制
と
い
う
問

題
が
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

長
欠
児
が
ふ
え
る
結
果
に
な
っ
て

は
困
る
が
、
こ
れ
ら
教
育
基
本
法

の
精
神
に
反
す
る
問
題
に
、
ど
の

よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
か
。

質
問
の
あ
ら
ま
し
は
以
上
の
と

お
り
で
す
が
、
区
側
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
、
最
善
の
努
力
を
し
問
題
の
解

決
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

第
5
次
住
居
表
示
実
施

梅
島
・
小
台
・
宮
城
地
区
に

第
5
回
め
の
住
居
表
示
に
よ
っ
て
、
4
月
1
日
か
ら
日
光
街
道
の
西
側

で
、
環
状
7
号
線
と
東
武
線
に
囲
ま
れ
た
地
域
が
、
梅
島
一
-
三
丁
目
と
新

し
い
町
名
に
な
る
ほ
か
、
小
台
・
宮
城
地
区
も
そ
れ
ぞ
れ
、
小
台
一
-
二
丁

目
、
宮
城
一
-
二
丁
目
に
か
わ
り
ま
し
た
。
(
下
図
参
照
)

住
居
表
示
は
、
番
地
の
わ
か
り

に
く
い
市
街
地
を
新
し
い
住
居
表

示
方
法
に
か
え
よ
う
と
昭
和
3
7
年

か
ら
5

か
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て

お
り
、
す
で
に
足
立
・
梅
田
・
綾

瀬
な
ど
4

つ
の
地
域
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
は
、
小
右
衛
門
町
、
島
根

町
、
栗
原
町
、
梅
田
町
の
各
一
部
と

梅
島
町
、
千
住
栄
町
、
小
台
町
、
宮

城
町
の
全
部
、
約
2
k
m
2
、
9
千
3
0
0
世

帯
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
で
住
居
表
示
は
、
予
定
面

積
(
区
面
積
5
3
㎞
2
の
5
0
%
)
の
3
8
%

が
す
み
ま
し
た
。
次
回
は
新
田

地
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

住
居
表
示
変
更

証
明
書
を
発
行

勤
務
先
な
ど
に
変
更
届
を
出
す

た
め
に
証
明
書
が
必
要
な
と
き
は

出
張
所
か
、
ま
た
は
第
二
庁
舎
住

居
表
示
課
で
証
明
書
を
発
行
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
で
す
。

お
願
い

―
郵
便
局
か
ら
―

郵
便
局
で
は
、
郵
便
物
を
早
く

ま
ち
が
い
な
く
届
け
る
よ
う
た
え

ず
努
力
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
も
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(
1
)
住
居
表
示
実
施
区
域
の
あ
て
名

書
き
は
、
必
ず
新
町
名
住
居
番
号

を
使
う
こ
と

(
2
)
ア
パ
ー
ト
や
同
居
人
は
肩
書
き

を
忘
れ
ず
に
書
く
こ
と

(
3
)
住
ま
い
を
か
え
た
と
き
は
、前

住
所
地
区
の
郵
便
局
へ
転
居
届
を

出
す
こ
と

第
5
次
住
居
表

示
実
施
区
域
図

移
転
の
お
知
ら
せ

▼
区
選
挙
管
理
委
員
会

い
ま
ま
で
旭
町
仮
庁
舎
内
に
あ

っ
た
区
選
挙
管
理
委
員
会
の
事
務

室
は
、4
月
1
日
か
ら
新
庁
舎
が

完
成
す
る
ま
で
の
間
、
区
立
第
一

中
学
校
内
(
千
住
河
原
町
一
)
に

移
転
し
ま
し
た
。

電
話
は
(
八
八
八
)
九
九
五
五

▼
登

記

所

千
住
四
丁
目
二
三
番
地
に
あ
っ

た
東
京
法
務
局
足
立
出
張
所
(
登

記
所
)
が
移
転
し
、4
月
4
日
か

ら
次
の
と
こ
ろ
で
事
務
を
取
り
扱

っ
て
い
ま
す

。

所
在
地
　
葛
飾
区
上
千
葉
町
一

六
二
三
(
東
京
法
務
局
葛
飾
出
張

所
内
)

電
話
(
六
〇
二
)
九
三
三
九

交
通
の
便
▽
国
電
綾
瀬
駅
下
車

1
2
分
▽
京
成
電
鉄
　
堀
切
菖
蒲
園

下
車
1
7
分
▽
京
成
バ
ス
(
北
千
住

駅
―
新
小
岩
間
)
小
菅
小
学
校
前

下
車
5
分

5
月
に
開
園

北
宮
城
保
育
園

北
宮
城
町
一
一
九
九
に
建
設
中

の
保
育
園
が
で
き
あ
が
り
5
月
に

開
園
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
保
育
園
は
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
4
階
建
て
の
母
子
住
宅
に

併
設
さ
れ
た
も
の
で
、敷
地
面
積

1
千
2
0
0
m
2
、建
築
面
積
3
1
5
m
2
、定

員
は
7
5
名
で
す
。

保
母
さ
ん
募
集

保
育
園
の
保
母
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。
保
母
さ
ん
に
な
り
た
い
か

た
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
千
住
一
丁
目
仮

庁
舎
内
厚
生
部
管
理
課
直
通
電
話
(

八
八
一
)
五
九
四
八

国
民
年
金
の
納
入
を

お
忘
れ
な
く

4
0年
度
の
年
金
保
険
料
は
、
4

月
末
ま
で
区
役
所
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
以
後
は
郵
便
局

や
銀
行
な
ど
で
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
。


